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J-2-4 公公公公海海海海ににににおおおおけけけけるるるる相相相相互互互互関関関関係係係係 
 サケとカラフトマス間など種間関係，日本系サ
ケと他のサケ系群のような種内関係を明らかにす
るため，公海調査により得られたサケマス類の資
源量，分布，餌生物と体成長を過去にさかのぼっ
て分析する． 
 
J-2-5 母母母母川川川川回回回回帰帰帰帰とととと成成成成熟熟熟熟機機機機構構構構 
 成熟機構の解明のため，摂餌回遊および産卵回
遊中のサケを対象に内分泌学的調査を行う．また，
サケマス類がどのように母川を発見するのかを知
るため，沿岸を回遊するサケ親魚にアーカイバル
標識を装着して調査する． 
 
J-3 ササササケケケケママママスススス類類類類のののの系系系系群群群群識識識識別別別別 
 
J-3-1 遺遺遺遺伝伝伝伝的的的的系系系系群群群群識識識識別別別別 
 サケの系群組成と系群別の海洋分布を遺伝的識
別法により決定する．遺伝的系群識別用の標本は
北太平洋西部，中部と東部海域，および中部ベー
リング海において日本の調査船により採集する． 
 
J-3-2 耳耳耳耳石石石石温温温温度度度度標標標標識識識識 
 耳石温度標識を施したサケ稚魚約450万尾をさ
け・ます資源管理センター千歳事業所より放流す
る．また，さけ・ます資源管理センター事業所に
おいて更なる大量標識を行うために，耳石標識技
術とそのための施設の開発を行う．さらに，北太

平洋とベーリング海において耳石温度標識したサ
ケとカラフトマスのモニタリング調査を行う． 
 
J-3-3 鱗鱗鱗鱗相相相相分分分分析析析析にににによよよよるるるる系系系系群群群群識識識識別別別別 
 北太平洋における系群組成を明らかにするため，
鱗相分析によりサケの系群識別を行う．可能なら
ば，鱗相分析によるベニザケの系群識別に関する
国際共同調査を行う． 
 
J-3-4 公公公公海海海海ににににおおおおけけけけるるるる標標標標識識識識放放放放流流流流にににによよよよるるるる系系系系群群群群識識識識別別別別 
 中部ベーリング海やアラスカ湾など限定された
調査水域におけるサケマス類の系群別分布を明ら
かにするため，調査船により標識放流を行う． 
 
J-4 ササササケケケケママママスススス類類類類のののの資資資資源源源源評評評評価価価価 
 
J-4-1 ササササケケケケママママスススス類類類類資資資資源源源源とととと生生生生態態態態系系系系変変変変動動動動ののののモモモモデデデデルルルル化化化化 
 数値モデルを用いてサケマス類の資源変動をシ
ミュレーションするとともに，個体群密度効果，
環境要因，環境収容力，系群間の相互関係と生残
戦略の影響を調査し，将来必要な調査を提案する． 
 
J-4-2 ササササケケケケママママスススス類類類類のののの資資資資源源源源評評評評価価価価とととと予予予予測測測測 
 サケマス類資源を適正に管理するため，放流稚
魚の状況，生残，成長，淡水や沿岸と海洋生活期
の環境要因，および回帰親魚の資源構造のモニタ
リングデータを用いて，資源量と状況を評価予測
する． 
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野村 
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哲一（調査課魚病研究室長） 
 
 1999年5月2日より24日までアメリカ合衆国海洋
大気局（NOAA）が太平洋東部海域で実施したサ
ケマス調査に参加しました．この調査は北太平洋
溯河性魚類委員会（NPAFC）の支援の下に，
NOAAの国立水産研究所（NMFS）Auke Bay 研
究所が中心となって実施された調査です． 
 3月にカナダのバンクーバーで開催された
NPAFCの調査計画調整会議において，この調査
に関する計画の紹介があり，アメリカ側から日本
に対しても研究者1名の参加の呼びかけがありま
した．通常のわが国の調査船を用いたサケマス調
査とは異なり，この調査に参加するための費用は
全てNOAAが負担してくれることとなり，参加の
手続では水産庁栽培養殖課さけ・ます管理班には
多くの労を煩わせました． 
 私達は，昨年来，海洋におけるサケマス類の摂
餌状況把握の一環として，脂質含量を中心とした

栄養状況の調査を開始しています．昨年の結果か
らアラスカ湾で採集されたサケ，カラフトマスの
脂質含量が他のサンプルと異なり高いことから，
春季のサンプルの入手ができるこの調査に参加す
ることは重要と判断し，私がこの調査に参加する
ことになりました． 
 シアトルとアンカレッジを経由して調査航海の
出発点となるダッチハーバーに到着した時は，
Auke Bay 研究所が雨具や寝具を調達してくれ，
短時間ながら周辺を見学する時間もありました．
港内に停泊している日本の水産会社の冷凍スリミ
工船に別れを告げながら出航したとたんに，港外
は時化で，傭船の137トンのグレートパシフィッ
ク号は大揺れになりました（写真 1）． 
 この日から，毎日朝6時，午後2時，夜8時とほ
ぼ3回のトロールによるサケマス類の採集を緯度1
度ごとに実施する航海が3週間続きました．船は
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船長を含めて5名の乗組員により運行されました
が，この少ない人数で3週間無寄港，ノンストッ
プで走り続ける苦労には感謝しなければなりませ
ん．トロールには幅35 m，高さ15 mのトロール
網を用いましたが，1時間のトロール中はすさま
じいエンジンの音と振動が続きます． 
 出航一日目にはビデオを使っての船長からの安
全講習会があり，緊急時の脱出経路の確認，救命
ボートへの乗船手順，救命スーツの着用訓練など
2時間ほどの説明がありました．大きく揺れる船
の中での安全講習会は危険を実感することができ，
全員が緊張しながら熱心に聞いていました．低温
による体温の低下と消耗を避けるために，緊急時
に着用する救命スーツは，着用が1分以内にでき
るように指導することがコーストガードの基準と
なっているそうです．私が代表で，トライしてみ
ましたが，揺れる船の中でゴジラのぬいぐるみの
ようなゴム製のスーツを着用することは重労働で，
最初は2分近くかかりました．船長のアドバイス
もありコツを覚えると何とか1分で着用できるよ
うになります．安全講習が終わると各自が講習を
受けたことを認める書類にサインを求められるな
ど，小さいが安全に配慮した船との印象を受けま
した． 
 調査はダッチハーバーを出航してから，西経
165度線を北緯38度まで南下し西経145線まで東に
移動し，再度北上しコディアックに至る全航程
4,000 kmに及ぶ長丁場でした（図 1）．この調査
海域では7月に北大のおしょろ丸も同様の調査航
海を行うため，春季と夏季のサケマス類の比較の
ためには貴重な調査と考えられます．アメリカ側
の調査項目は，アイソザイム分析用標本の採取，
鱗と耳石標本の採集，魚体測定，サケ科魚類以外
の魚類に関する調査，アーカイバルタッグを用い
ての標識放流，CTDを用いた海洋環境の調査な
どで，これに私の脂質分析用の肝臓と筋肉の採集
が加わりました．アメリカの調査船は調査用サン
プル以外のサケマス類の所有を禁止されているそ
うです．魚体測定後，わずかの筋肉と肝臓，眼球
を取られたベニザケが，海中に投棄されるのはも
ったいないような感じもしましたが，心おきなく
サンプルの採集ができました． 
 NMFSは2台の超低温冷凍庫をこの船に臨時に
積み込んでおり，サンプルの保存も最良の状態で
行うことができました．採集されたサンプルの分
析は現在継続中ですが，予想したより脂質含量が
低く，昨年調査した冬期間と同様の低い脂質含量
の個体も存在しました．種々の大きさのサケ，カ
ラフトマス，ベニザケ，ギンザケ，マスノスケが
入手できるなど，3週間の船酔いの苦労を忘れる
ほどの収穫がありました．また今回は携帯用の色
差計を用いての筋肉の色の測定も行うことができ，

これらの結果については今後機会があれば本ニュ
ースで紹介させていただきたいと考えております． 
 5人の研究者と5名の乗組員は，調査地点により
漁獲される魚種が変わり，珍しいクラゲや魚の出
現することに驚きながら，家族的な雰囲気の中本

 

 
図 1．航路図．実線上の56地点で調査を行った． 

 

 

写真 1．調査に使用した Great Pacific 号（総トン数137ト
ン,長さ38 m）. 

 

 
写真 2．トロール網により漁獲されたサケの魚体測定．右
は調査責任者の Richard Carlson 博士． 

 



さけ・ます資源管理センターニュース No. 4 1999年9月 

 

10 

当に楽しい調査航海を終えることができました
（写真 2）．3週間の航海の後，コディアックに
入港しエンジンが停止した後に訪れた静けさは，
一生忘れることのない時のように思います．この
航海の参加者全員のサインを書いてもらったヘル
メットとともに帰国いたしました． 
 航海中私の船酔いを心配し，安全の確保を常に
心がけてくださった調査責任者のカールソン博士
およびグレートパシフィック号の船長，多くの研

究上有益な助言を与えてくださった参加研究者の
方々，そして3週間の航海を時化をものともせず，
昼夜を問わず継続してくれた乗組員の皆様に心か
ら感謝いたします． 
 7月21日に本航海の調査責任者のカールソン博
士が不慮の事故により逝去されたとの知らせを受
けました．3週間の航海の楽しい思い出が悲しみ
に変わったことは残念です． 
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